外来・通所チームカンファレンス記録

	A.O.M
	S.G.M

	
	
	
	


平成２３年　１０月　５日　(水)　　　司会：上野　葉子　　記録：高森　偉津子

	島守
	本川
	小泉
	山田

（忍）
	菅原
	上野
	木村
	服部
	李
	山田
（沙）
	大谷地

	業務
	業務
	業務
	業務
	○
	○
	早退
	業務
	○
	○
	○

	柴田
	川井
	高森
	松川
	佐々木
	
	
	
	
	
	

	代休
	業務
	○
	業務
	○
	
	
	
	
	
	


· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

・10/5(水)10/6（木）看護グループ内研修17:20～18:20　4Fユーティリティ　対象者：介護初級
・10/6(木)入職希望者　竹高　文様（理学療法士）の施設見学あり
・10/5(水)10/6（木）山田15：30～委員会に出席する
・10/7(金)9：00～16：00男女1名ずづ実習のため来所する

・10/6(木)清水秋男様デイナイトケア利用再開、担当医師：川端Ｄｒ

・＜利用者様情報＞

· 細越定生様～最近イライラした様子である。前野様からギターを借りていたが前野様が自宅

にギターを持ち帰ってしまったとのこと。「ギターを（自分に）くれるような話をしていたけど、確かかどうか分からないけど」と話し、ギターは前野様から譲り受けたと思っている様子である。所持者が明確でないのであれば確認し、当事者同士で話し合うこと説明。前野様は細越様に貸すためのギターをデイケアに置いていたが、ギターの弦の調子が悪くなる等と不満を持っている。細越様の自宅にもギターが２本あるとのことで、それをもってきてはどうかとスタッフから促しているが、自分のギターをデイケアに持って来る気はない様子。プログラムの内容に細かくこだわり、イライラを周囲に向けているが、自制はしている。

· 四戸冷子様～昨夜、青風荘にて37℃台の発熱あり。朝、37℃である。外来受診後寒気がする

との事で青風荘に戻り、休養をとっている。デイナイトケアは欠席で、昼食は実費である。

· 繁名和恵様～「胸が痛い。食道が痛い。御飯を食べて薬を飲んだが御飯が食べられない。」と

のこと。本日は散歩がてらサンクスに行き、おにぎりを購入する為、欠席との連絡あり。食事摂取・外出は問題なく出来ている様子。

· 高田　マキ様～友人とジャスコに遊びに行くとの欠席である。週に４回のデイケア利用だと

疲れるとの事で、週2回のデイケアにしたいと10/7（金）にＤｒ相談するとの事。

＜事例検討＞

清水頭　翼様　　31歳　統合失調症　　

利用期間：3年7ヶ月　利用日：月～木週4回　出席率100％

検討内容　治療計画の評価・見直し

長期目標：生活保護を利用して単身生活を送る

中期目標：生活全般において自己管理を行う。

短気目標：①整容面の管理を行う。

　　　　　②明るい表情ではきはきと会話する。

　　　　　③就労に対する自身の考えを明確化していく。

治療計画　

1 頭髪、爪、服装をはじめとする身だしなみにおいて不潔な様子がある。

2 会話をする際には誰とでも相手の顔を見て明るい表情ではきはきとした口調を心がけるように促す。

3 就労に向け何を準備していけば良いのか本人と話し合い見つけ出していく。

現状
就労について：一般就労を希望していたが現在は働きたくないと話す。今の生活で困っている様子は無い。

うみねこ幸房に１回見学行っているが、収入が少ない為、うみねこ幸房には行きたく無いとのこと。

通所について：デイケアに休まず来所する事が出来ている。「デイケアに来る目的は暇だから、デイケアに来たくない」と答える。家にいると親に怒られるとのこと。

運動・エアロビクスは積極的に参加している。

他機関の利用：利用しているサービスは無くデイケアだけである。

整容面について：爪が伸びている。注意すれば何日か後に爪を切ってくる。

服装について：襟元が汚れている。髪に寝癖がついている。毛玉だらけの服を着ている。

家族について：家族と一緒に生活している。家事全般は家族が行なう。本人は家族との様子を話さない。家族が本人に対し、どのように思っているのか分からない。

金銭について：浪費傾向は無い。具体的な小遣いの金額は不明。年金は受給用件を満たさず、受けていない。

会話について：小さな声でぼそぼそと話す為、聞き取りにくい。暗い印象が強い。会話の際、相手を見るように伝えるが改善なし。以前は自発的な挨拶はなかったが、自分から挨拶してくるようになった。

病状について：病状を崩した際に、無断でデイケアを休んで所在不明なった事がある。

余暇や特技：デイケアが休みの時は家・コンビ二・ネットにて過ごす。パソコンのキーを打つのが早い。メンバーとは目で合図をしてカードゲームを行なっている。

検討結果
· 目標・計画は今後、本人と擦り合わせをしていく。

· 本人・Dr・家族の意見を聞いて今後の目標を決めていく。

· 短期目標の整容面（治療計画①）は継続。

· 治療計画②は本人の目標としては不適切なため、本人と話し合い、会話についての目標を決めていく。

· 評価されると笑顔を見せているため、評価をし、自信に繋げていくのが効果的と考えられる。

· 家族や生活状況など、具体的なことを情報収集していく。

· 清潔さだけではなく、年齢的に服装についての楽しみも伝えていってはどうか。

＜外来情報＞

・川口　尚良　様～手がしびれるとため、自立神経の訓練を行う。来週以降外来で実施するか、デイケアで実施するかを検討する。

・高柳　和子様～気分の落ち込みはなく、デイケアもまあまあ楽しめているとのこと。

・豊川　明男様～青山荘退所し、グループホームに引越したが、特に病状に変化はない。

・板橋　利美様～下痢・便秘はないと話す。

・大久保康弘様～幻聴はあるが、生活には支障がないとのこと。

